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金沢大学薬学シンポジウム 2011 
金沢大学創基 150 年記念「講演会・シンポジウム」シリーズ第 51 回 
「生活環境中の放射能―2011 年 3 月 11 日以降の暮らし―」 
日時 2012 年 2 月 20 日（月）13:00～17:00 
場所 金沢大学自然系図書館棟大会議室 
 
講演 1 生活環境中の放射能（1） 
「チェルノブイリの汚染地域における農業復興の試み」 
















 チェルノブイリ原発事故が起こって最初の日本の（新聞）記事の日付を見ると 4 月 30






 現地で発行された写真集の、チェルノブイリ 4 号炉が爆発した後の様子を見ると、本当
に無残に吹き飛んでいます。 















ムの量では、福島はチェルノブイリの約 4 分の 1 です。セシウムには半減期が 30 年のもの











 行政から拝借してきた、原発から 70km の所にあるナロジチという村における事故直後か
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 私どもは、チェルノブイリの事故を受けて、1990 年 4 月に発足しました。当初はソ連崩
壊直前だったこともあり、物不足が深刻でした。病院にはほとんど何もなく、未熟児が年









事故から 1 年間の被曝の内訳は、粉じんを吸ったことによる内部被曝が約 50％、汚染した
食べ物・飲み物よる内部被曝が 13.5％、合計で 63.5％になります。残りが外部被曝です。






ら約 20cm まで、水溶性が高いストロンチウムは 40cm まで浸透しています。表面濃度はう
んと下がっているので、粉じんによる内部被曝がうんと減るということです。 
 5 月に福島県飯舘村の放棄された菜の花畑で測定したら、大変線量が高かったので、サ





 原発から 70km 離れたナロジチ地区の住民の体内のセシウムを測定したデータを見ると、
単位を（もとの）キュリーからベクレルに換算したので中途半端な数字になっていますが、































 ナロジチ地区にある病院のデータをグラフにして見ると、事故から 4～5 年後からさまざ
まな病気が増えてきています。今でもわれわれはこの病院の年間の医薬品代の約半分を支
援しています。子どもでも脳血管病が出ます。 




















































































実際の問題になるレベルです。セシウムの 5 分の 1（1 ヘクタールあたり 1.5 トン）から 10





 種を分析すると、油分が約 4 割ありました。大変利用しやすいということが分かります。
油に換算すると、約 600kg/ha（1 ヘクタールあたり 600kg）取れる計算になります。 
 油の中にセシウムやストロンチウムは入ってこないというデータも出ています。検出限
























































 この装置には電気が必要なので、自家発電装置を持っていきました。3.5 時間で 200 リ



















変化を見ました。0 時間、30 分、12 時間、24 時間後を見ると、ゼオライトが一番効果があ





話がよく通じました。ぜひこのシステム全体を使って、今年から 30 万 ha（ヘクタール）
ある汚染地域でナタネを栽培し、バイオエネルギー工場を造るということを始めたいと言
っていただいています。（私は）今週の日曜日からまたウクライナに行って、その相談をし
てくる予定です。ご清聴ありがとうございました。 
